
 

 

大雨時の初動体制（タイムライン） 
 

令和３年９月１２日 令和３年度第５回役員会確認  
 

 

 

 

       

              判断            招集 

           助言 

                                    対策本部設置の連絡 

                                    必要に応じ招集 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

     

  

対策本部設置 
 

会長・防災部長・総務部長・福祉部長 
会     長  

総務部長  

 

気象（気象庁）・避難（行政）情報及び河川・水位情報（※国土交通省）等の取得・分析・判断 

   

※河川・水位情報の取得 

〇河川ライブカメラ・水位計（国土交通省）での水位監視 

 上松川橋（水位計）、川寒橋（カメラ）、松川橋（Ｒ４・水位計・カメラ）、合流部（カメラ） 

対策本部の設置決定 

 

他の役員 



   災害時要援護者への支援行動基準 ２０２１１２１０ 
 

１ 支援の基本 

 ➀災害発生想定時の避難行動を、「避難行動判定フロー」等を活用し、確認する。 

そのなかで、どのような支援を希望するか聴き取りし、確認する。 

 ②支援内容に基づき、避難スイッチ（他者かけからの働きかけ・声掛け）の時期を確認する。 

 ③声掛け確認以上の支援を要する場合は、別途「支援計画書」を作成する。 

 

２ 災害発生想定時意向確認フロー 

   

  対策本部長     地域支援者      要援護者 

  (町内会長) 

 

３ 意向確認レベル 

  ハザードマップの想定を基本に、下記基準を超える場合は、要援護者に声掛け・確認を行う。 

 

 ①洪水注意報・警報 

   想定最大規模降雨 250 ㎜／２日 を基準とする。 

 

（参考） 

●洪水ハザードマップ 

     想定最大規模降雨 553.7 ㎜／２日を想定し作成されています。 

   ●令和元年１０月１１日１５時～１３日６時（３９時間）雨量 

観測地点 松木町 福島気象台                    

 

 

 

 

 

   ●昭和６１年８月豪雨（８．５洪水） 

観測地点 松木町 福島気象台 

               

         

             

 

 

 

②大雨注意報・警報（浸水害） 

   想定一時間当たり降雨量 30 ㎜を基準とするが、過去の浸水結果も考慮し個別に判断する。また、

低地に居住する要援護者については、この限りでない。 

 

  （参考） 

●内水ハザードマップ 

1 浸水シミュレーション対象区域 

下水道（雨水）の整備計画がある地区では浸水シミュレーションを行い、浸水が想定される

区域を浸水深ごとに色分けしています。シミュレーションでは平成 29 年 7 月 28 日に福島

市で実際に降った一時間当たりの最大降雨量 71mm の条件設定でシミュレーションを実施

しました。 

※１時間雨量情報で、気象庁が発表する「記録的短時間大雨情報」があるが、福島県の発表

基準は 100 ㎜となっている。 

2. 浸水実態（聞き取り調査等の結果） 

浸水シミュレーションの対象外区域については、過去 10 年間で浸水した箇所（外水は除

く）の聞き取り調査を支所ごとに実施し、その結果を着色し記載しています。 

１１日１５時～２４時 ０．５㎜ 

１２日 ０時～２４時 ２３３．５㎜ 

１３日 ０時～ ６時 １８．０㎜ 

計 ２５２．０㎜ 

８月４日  ９６．０㎜ 

８月５日 １６８．０㎜ 

計 ２６４．０㎜ 

河川の最高水位 

 松川（清水） 

３．６３ｍ 

河川の最高水位 

 松川（清水） 

２．５２ｍ 


